第1号議案：２０１９年度事業報告
基本理念「この地球に住むすべての人々が人間として尊重され、自立し、良い環境の中で平和に暮らして行けることを願っています」
この１年も世界各地で起きている紛争は終わることなく、気候変動に起因するとみられる自然災害が世界中で起きました。人間の活動が人を苦しめ、自然を破壊しています。

そんな中、アーシアンが今できることは何か、基本理念に基づいて考え事業に取り組みました。
Ⅰ.交流支援事業

パキスタン、ラオスへの支援を行いました。
１）パキスタン
アルカイールアカデミー職業訓練所支援
・縫製科の運営費を支援しました。２０１９年度分として本部より３６万円を渡しました。今後
　柏ショップより５万円を支援する予定です。

・現地を訪問することはできませんでしたが、訪日の際には、ミーティングを行い、アルカイールの現状、子どもたちの様子などをうかがい、理解を深めることができました。
・縫製科の女生徒の将来の職業選択の１つになるよう縫製工房と連携し商品開発をすすめました。

2） ラオス
「サワンナケート県農村部土地と自然資源の持続的な利用・管理支援プロジェクト」　　　　ＮＰＯ法人日本国際ボランティアセンター（ＪＶＣ）支援
・９月と３月に一時帰国した現地職員から事業の報告を受けました。
・ＪＶＣ国際協力カレンダーの販売に取り組みました。千葉カタログでの取り組み部数が減少し、カレンダー販売の収益のみの支援金は７１,０４２円、これに交流支援費から、当初水害支援として寄付する予定だった２万円を合わせて、合計９１,０４２円を支援しました。
・９月に起きたラオス南部の水害支援を行いました。店舗や展示会で募金箱を置き、またレターに振込用紙を同封しました。計９３,０００円を水害支援としてJVCに送りました。
3） その他
・販売事業と協力し交流支援事業に取り組み、アーシアンの事業を伝えました。
・イベントに参加し、フェアトレードを通して支援に取り組んでいる他団体との交流を行いました。
Ⅱ.販売事業
１）アーシアンショップ柏

厳しい店舗環境の中、地域に開かれたフェアトレードショップとして多くの人にフェアトレードや途上国の文化を伝える努力を続けました。
１. 開店２５周年
・開店２５周年を迎え、長年ショップを支えてくれた方々に感謝を伝えるイベントとして「朗読とピアノ」を開催しました。この日に合わせて２５周年記念号のショップリーフを発行。９月１か月間はアルカイールアカデミーの写真展示も行いました。
２. 取り扱い製品
・昨年から引き続きオーガニックコットンの取り扱いを増やした他、ヘナのキャンペーンを行い、６月のヘナ講習会参加にもつなげました。また夏にはアフリカやネパールの布を使ったエコバックフェアを開催し、新しい取引先も開拓できました。
３. 生活クラブ生協虹の街（生活クラブ）
・２年目となった生活クラブの千葉カタログ掲載では、ヘナやその他の製品について毎回生産者情報などを掲載しました。下期にはボディクレイの新たな取り組みが決まったこともあり、予算を超える売り上げとなりました。デポー展示会は年間１２回行ったものの下期から食品の販売ができなくなり売上に影響が出ました。
４. キャンペーン、募金など
・千葉カタログの売り上げの１％をアルカイールアカデミーに寄付する取り組みにより、初めて支援金を渡すことができました。アレッポの石鹸キャンペーンとシリアへの店頭募金を継続し、JIM-NET(日本イラク医療ネットワーク・シリア難民支援)へ支援金を送りました。また1月からはラオスの水害支援募金も行いました。アーシアン入会キャンペーンでは、団体会員２、個人会員１名の入会につながりました。
５. 関連団体や地域とのつながり
・店舗向かいのカフェスペースの有効利用が生活クラブ柏ブロックとの協力で「よってって松葉」としてスタートしました。しかしながらビル全体の活性化には至っていません。地域のイベントには例年通り参加し、そこからさらに新しいイベントにも参加することができました。その他関連団体２か所でアーシアンBOXを始めることができました。また地域の様々な店舗にアーシアンのチラシやショップカードを設置してもらい知名度アップや新しい顧客獲得に努めました。
６. 店舗運営
・スタッフは理事含め現在６名が定着し業務分担も進めることができました。新しいスタッフのスキルアップを目指し商品研修を継続して行いました。しかしながら昨年から続く店舗の業績悪化は好転の兆しがなかなか見えず、店舗の売り上げ予算は達成できませんでした。
２）アーシアンちば

１．アルカイールアカデミー
・アルカイールアカデミーの縫製工房との商品開発は、デザイン提案、サンプル製作を行い、
３月に製品２１着が出来上がり、納品されました。
・今後の縫製工房とアーシアンとのかかわり方について「仕事の閑散期にもできるような継続的な仕事を発注する」という方針で日本ファイバーリサイクル連帯協議会（JFSA）と一致しました。
２．生活クラブ
・生活クラブ関連では、食品（アロマティー、チョコレート、ドライフルーツ）の取り扱いが開始されました。千葉カタログとデポーでのスポット（季節品）として販売しています。
センター・デポー出展、デポーでのヘナ販売、デポーカタログ販売は引き続き行いました。
・カタログ紙面や商品に同封しているリーフレット等で商品の背景や物語を伝えました。
・各デポーで食品の試食会を行い、直接組合員にアピールしました。
・アレッポの石鹸は、安定して売れる商品になり、２０１９年度は２１２５個販売出来ました。
・渚シネマとの共催の映画上映を３回行い、アーシアンの活動を紹介しました。
３．ＢＯＸ
・ＢＯＸは例年通り行いました。長く開催してくれているＢＯＸでは、事前リクエストや定番で多数購入してもらえる商品も多くあり、浸透していると言えます。また、新しいBOXの取り組みも始まりました。
４．地域
・地域の人へのアピールの場として、地域でのイベントに参加して、アーシアンの活動を多くの方に説明しました。
５．外部学習会
・外部展示会や学習会に多くのスタッフが積極的に参加しました。商品やフェアトレードの知識を深めるとともに、新たな団体との交流も生まれました。
６．キャンペーン
・「給食支援キャンペーン」では、６８,０００円と「アレッポの石鹸キャンペーン」では、
　２１,２５０円を寄付できました。
Ⅲ.　啓発・広報事業
1） 啓発
多くの人に活動を知ってもらうことを目標に今年度も積極的に外部イベントに参加しました。　　　
　 ・生活クラブ職員へ向けて、アーシアンの活動の理解をより一層深める目的でチラシを作成し　
　 説明をする機会を作りました。

・大学祭への出展では学生と協同企画を立てて、若い人達へアピールすることが出来ました。
・千葉ブロックとの協同企画に依る「渚シネマ」の開催はフェアトレードのこと、社会情勢のこと等を立ち止まって考える有意義な機会となりました。
・生活クラブの「コミュニケーション広場」では２回の講座を通してアーシアンの活動を伝える事が出来ました。
2） 広報

広報一般の課題として、活動内容を分かりやすく丁寧に伝える工夫は引き続きしていく必要を感じました。
・レター　３回発行（８月/１２月/３月）
      81号「ラオス洪水被害支援」の記事に対して会員からの反響があり、アーシアンと
会員をつなぐ媒体として改めて「レター」の存在意義を確認しました。
・ホームページ
　　　例年通り適宜更新できました。
・コルザ　２回掲載
　　　カラー印刷になって印象が強くなりましたがその分スペースが狭くなったことは
　　　残念でした。
・フェイスブック
　　　柏ショップの今が発信できるツールとして活用できました。
・その他
　　　地域のフリーぺ－パーなどにショップイベントの情報の掲載を依頼しました。
　　　またショップリーフ「アーシアンの風」は２５周年記念号を発行しました。
Ⅳ.関連団体との協力

　　・生活クラブ
　千葉カタログの取り組みや展示会その他で協力いただきました。
　　　千葉グループ会議に出席し、今年度発足した「千葉社会的連帯経済研究所」にも参加しました。
・ＪＦＳＡ
　　商品開発のパジャマプロジェクトで連携して事業を進めています。
　ムザヒル氏の来日時には交流会の開催に協力していただきました。
・ＪＶＣ
　　例年通りカレンダー販売の他、ラオス洪水支援で募金活動を行いました。
Ⅴ.　組織運営

1） 理事会の開催と運営委員会、事業ミーティング
・新しい外部理事が加入したことで多角的な意見や提案が多く出ました。
　・理事会の役割を目先の報告ではなく長期的な事業の方向性を話し合う場にする、という課題を1歩進めることができました。
　・事業ミーティングは、人手が足りず販売ミーティングのみの開催になりました。
2） 会員拡大と仲間づくり
　・個人会員期首３６５名、期末３５７名
　・団体会員期首７団体、期末８団体
　・団体会員は新たに２団体の加入があり、退会もありましたが期首からは増加となりました。
・千葉ではアーシアンの活動紹介チラシを作成して配布し、柏ショップでは引き続き「入会キャンペーン」を行い会員拡大に努めました。

・入会につながるステップになることを期待しアーシアンへの募金箱を作ることになり３月から設置しました。
・運営スタッフは、現在千葉が５名、柏が４名となり活動の担い手は増やすことができました。今後さらに業務分担を進めるため、各部門にてスキルアップのための研修などを行っています。
3） その他
・ＮＰＯクラブ主催の研修会に参加しました。
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